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１１月のモクズガニ 
■11月に採集した初めてのモクズガニ 
 七北田川河口で雄のモクズガニを採集した（Fig.1）。これまでの調査でモクズガニを観察・採集したの

は５月～９月の暖かい時期であった。この時期は卵を持った個体や，繁殖行動後と思われる死骸を観察して

いる。 

 モクズガニの成体は秋から冬にかけて上流から河口付近に降りてきて繁殖行動を行うという記述がある

が，これまで蒲生干潟での調査では気温の低い時期には観察したことがなかった。今回採集した個体は弱っ

た個体ではなく，力強く威嚇する個体であった（Fig.2）。 

 

■鋏脚（ハサミ）の毛の房の大きさは同じ 
 今回の調査で採集したケフサイソガニの仲間（雄）の鋏脚の毛の房は，外側・内側とも同じ大きさに見受

けられる（Fig.3  4 同一の個体）。これはタカノケフサイソガニの特徴である。8月に採集・確認した個体

もタカノケフサイソガニであった。来年の調査では多くのカニを採集し，ケフサイソガニ（鋏脚の毛の房が

外側が小さく内側が大きい）が蒲生干潟に生息するのか確認したい。 
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（Fig.1 モクズガニ） （Fig.2 威嚇するモクズガニ） 

（Fig.3 鋏脚の内側） （Fig.4 鋏脚の外側） 


